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実践女子大学人間社会学部実践「ペルソナ」研究会 

2024 年 12 月 6 日 

実践『ペルソナ』通信（No. 123） 

女子大生の「写真の撮り方、生活、映え」に関する調査 

 

実践女子大学人間社会学部 実践「ペルソナ」研究会は、実践女子大学生を対象に、女子

大学生の「写真の撮り方、生活、映え」についてアンケート調査を実施しました。 

 ※実践「ペルソナ」研究会は、実践女子大学人間社会学部における「統計学科（担当：竹

内光悦）」のゼミ生を中心に組織され、実践女子大学生が「自分たち自身」の消費活動、ラ

イフスタイル等を研究する研究会です。 

 

 はじめに 

 女子大学生は日頃から写真を撮ることが多いです。近年はスマートフォンカメラの高性

能化や SNS の普及により、誰もが手軽に写真を撮影し、共有できるようになりました。特

に女子大学生は、SNS を通じて自分自身を表現し、コミュニティを形成する上で、写真が

重要な役割を果たしています。そこで本調査は女子大生の写真の撮り方、写真を撮る習慣、

「映え」への意識について調べていきます。 

 

 総括 

今回の調査から、実践女子大学生の写真撮影に関する習慣や傾向が明らかになりました。

調査の結果、写真撮影が行われる場面としては、「友人と一緒にいるとき」、旅行やイベント

などの「特別な瞬間」、そして「食事の記録」が主な目的であることがわかりました。撮影

に使用するデバイスはスマートフォンが圧倒的に多く、理由として「常に携帯しているから」

「使い勝手が良いから」といった意見が多数を占めています。また、写真撮影時のこだわり

としては、約半数の学生が光や照明の工夫に注力しており、8 割以上が背景を意識して撮影

していることが判明しました。さらに、写真を撮影した後に編集を行う学生も多く、半数以

上が専用の画像加工アプリを活用していました。 

 

 Topics 

（１）写真撮影の頻度は「週 3～6 回」が約半数を占め、1 回の撮影で 2 枚以上が多い 

（２）写真撮影デバイスは「スマートフォン」が圧倒的多数 

（３）最も写真を撮ることが多い場面は「友人と一緒にいるとき」が最多、「自分から写真 

を撮ろう」と提案をする人は約 4 割にとどまる 

（４）撮影の目的は「思い出の記録」が最多で約 6 割 

（５）写真撮影時のこだわりは「ぶれないように」と「画角」が 6 割以上 

（６）カメラアプリの利用率は 6 割以上、機能性を最も重視する 

（７）撮影時に約半数が光や照明を工夫、8 割以上が背景を気にする 

（８）他人の写真スタイルや撮影方法を参考にする人は約 7 割 
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（９）インスタ映えを意識して写真を撮る人は約７割 

（１０）誰かと一緒に写真を撮るとき、最も意識されるのは「ポーズや表情合わせ」 

（１１）写真に対する自己評価は高くない 

（１２）写真の加工アプリを使用する人は半数以上、加工の時間は短い 

 

 調査担当者 

実践『ペルソナ』研究会 岩田莉緒・山川実紅・中山実咲・熊田彩 

 

 調査概要 

・調査名：「写真の撮り方、生活、映え」に関する調査  

・調査目的：いまどきの女子大生（実践女子大学生）の「写真の撮り方、生活、映え」に関 

する実態把握 

・調査期間：2024 年 11 月 7 日（木）～11 月 13 日（水） 

・調査場所：オンライン 

・調査方法：Google フォームを調査票として用いたウェブ調査および特定の授業での集合 

調査 

・母集団：実践女子大学の学生 

・抽出方法：実践女子大生を対象としたスノーボールサンプリング法 

・有効回答者数：68 名 

・回答者の属性：1 年生（89％）、2 年生（4％）、3 年生（5％）、4 年生（1％） 

 

 調査結果 

（１）写真撮影の頻度は「週 3～6 回」が約半数を占め、1 回の撮影で 2 枚以上が多い 

週に平均して何回くらい写真を撮るかを調査したところ、「週に数回（3～6 回）」が 33

人（4９%）、「毎日」が 16 人（23%）、「週に 1 回」が 10 人（1５%）、「全く撮らない」

が 9 人（13%）という結果でした（図 1）。また、１回の撮影で何枚くらい写真をとるかに

ついて調査したところ、「1 枚」が 4 人（６%）、「2～３枚」が 30 人（44%）、「4 枚以上」

が 15 人（22%）、「特に気にしていない」が 19 人（2８%）という結果となり、1 回の写

真撮影で複数枚撮影する人が多くみられました（図２）。 

 

 

 

図 1. 1 週間に写真撮影を行う頻度 

（N = 68） 

図 2. 1 回の写真撮影で撮影する平均枚数

（N = 68） 
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（２）写真撮影デバイスは「スマートフォン」が圧倒的多数 

どのデバイスで写真を撮ることが多いか調査したところ、「スマートフォン」が 67 人

（99％）、「デジタルカメラ」が 1 人（1％）でした（図３）。また、そのデバイスを使用す

る理由を自由記述で尋ね、ワードクラウドで表現したところ、「持ち歩く」、「持ち運び」、「手

元」などの言葉が多く選出されました（図４）。持ち運びしやすく常に手元にあるような手

軽さを理由としている人が多い結果となりました。さらに、所持しているスマートフォンの

機種についても調査したところ、「iPhone」が５２人と最も多く、次いで「iPhone Pro」

が８人で、iPhone を使用している人が半数以上でした（図５）。 

 

図３．写真を撮る時に最も使用するデバイス

（N = 68） 

図４．そのデバイスを使用する理由 

（N = 48） 

 

 

図５．所持しているスマートフォンの機種（N = 68） 
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（３）最も写真を撮ることが多い場面は「友人と一緒にいるとき」が最多、「自分から写真

を撮ろう」と提案をする人は約 4 割にとどまる 

最も写真を撮ることが多い場面を調査したところ、「友人と一緒にいるとき」が 36 人（５

３％）と最も多く、次いで「旅行やイベント」が 10 人（15％）、「食事」が ９人（13％）

という結果でした（図６）。他の人と写真を撮る時のタイミングを調査したところ、「他人か

ら「撮ろう」と言われることが多い」が 39 人（57％）、「自分から他人に「撮ろう」と言

うことが多い」が 29 人（43％）という結果でした（図７）。 

 

  

図６．最も写真を撮ることが多い場面 

（N = 68） 

図７．他の人と写真を撮るタイミング 

（N = 68） 

 

（４）撮影の目的は「思い出の記録」が最多で約 6 割 

写真を撮ることの好意度を調査したところ、「とても好き」が 21 人（31％）、「まあま

あすき」が 35 人（52 ％）、「あまり好きではない」が 10 人（15 ％）、「まったく好き

ではない」が ２人（3 ％）という結果でした（図８）。さらに、写真を撮るモチベーション

についても調査したところ、「思い出として記録しておきたいから」が 57 人（84％）と最

も多く、次いで「自己満足のため」が 5 人（7％）という結果でした（図９）。写真を撮る

ことに対して約８割以上の人が肯定的に感じていて、記録として残しておきたい人が多く

みられました。また、自分が他人の写真を撮るよりも他人に自分の写真を撮ってもらうこと

のほうが多い調査したところ、「はい」が 23 人（34％）、「いいえ」が 45 人（66％）と

いう結果になりました（図 10）。 

 

図８．写真を撮ることの好意度 

（N = 68） 

図９．写真を撮るモチベーション 

（N = 68） 
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図 10．他人に自分の写真を撮ってもらうことについて（N = 68） 

 

（５）写真撮影時のこだわりは「ぶれないように」と「画角」が 6 割以上 

写真撮影時のこだわりについて複数回答で調査したところ、「ぶれないように」が 52 人

と最も多く、次いで「画角」が 47 人、「逆光にならないか」が 32 人、「背景」が 28 人、

「対象が画角に収まっているか」が 26 人、「他の人が写真に写り込まないようにする」が

25 人という結果でした（図 11）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 ．写真撮影時のこだわり（N = 68） 

 

（６）カメラアプリの利用率は 6 割以上、機能性を最も重視する 

スマートフォンのカメラ機能の他にカメラアプリの使用について調査したところ、「使用

している」が 65％（44 人）、「使用していない」が 35％（24 人）という結果でした（図

12）。さらに、実際に使用しているカメラアプリを調査したところ、「BeautyPlus」「SNOW」

が 15 人、「Dazz-フィルムカメラ」が 8 人、「SODA」が 7 人という結果になりました

（図 13）。また、カメラアプリの重視点を調査したところ、「機能性（加工やフィルターを

含む）が 25 人（57％）と最も多く、次いで「有料か無料かどうか」が９人（20％）、口

コミや評判」が８人（18 ％）、「使いやすさ」が２人（５％）という結果となりました（図 

14）。 
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図 12．カメラアプリ使用の有無 

（N = 68） 

図 13．カメラアプリ使用の有無（N = 44） 

図 14．カメラアプリの重視点（N = 68） 

 

（７）撮影時に約半数が光や照明を工夫、8 割以上が背景を気にする 

 写真を撮るときに光や照明を工夫するか調査したところ、「する」が 33 人（49％）、

「しない」が 35 人（51％）という結果となりました（図 15）。また、撮影時に背景を

気にするかについても調査したところ、「はい」が 59 人（87％）、「いいえ」が 9 人（13％）

という結果でした（図 16）。 

 

図 15．光や照明の工夫の有無（N = 68） 図 16．背景の意識の有無（N = 68） 
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（８）他人の写真スタイルや撮影方法を参考にする人は約 7 割 

他人の写真スタイルや撮影方法を参考にするか調査したところ、「はい」と回答した人が

49 人（72％）、「いいえ」は 19 人（28％）という結果でした（図 17）。続いて、図 17

で「はい」と回答した人で参考にしている要素を調査したところ、「画角」が 28 人（56％）

で最も多く、「ポージング」が 12 人（24％）、「光の盛れ方」は 7 人（14％）という結果

でした（図 18）。 

 

図 17. 他人の写真スタイルや撮影方法

の参考の有無（N = 68） 

図 18. 参考にしている要素（N = 50） 

 

（９）インスタ映えを意識して写真を撮る人は約７割 

SNS への写真の投稿頻度について調査したところ、「1 カ月に数回程度」が 22 人と最

も多く、次いで「SNS はやってはいるが投稿しない」が 15 人という結果でした（図 19）。

SNS をやっている人は多いものの、投稿頻度は高くない傾向でした。また、写真を撮ると

きにインスタ映えを意識しているかついても調査したところ、「はい」が 48 人（71 ％）、

「いいえ」が 20 人（29 ％）という結果でした（図 20）。インスタ映えを意識している

人で、その理由を調査したところ、「綺麗な写真を撮りたいから」が 32 人（67％）と最も

多く、次いで「おしゃれな投稿をしたいから」が８人（17％）、「特に理由はない」が 3 人

（８％）という結果となりました（図 21）。 

 

 

 

図 19．SNS への投稿頻度（N = 68） 

 

図 20.インスタ映え意識の有無 

（N = 68） 
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図２1.インスタ映えを意識する理由（N = 48） 

 

（１０）誰かと一緒に写真を撮るとき、最も意識されるのは「ポーズや表情合わせ」 

他の人と一緒に写真を撮るときのポーズや表情の事前相談の有無を調査したところ、

「はい」が 29 人（43％）、「いいえ」が 39 人（57％）という結果でした（図 22）。

また、写真を撮るときに使っている流行のポーズや表情があるかについても調査したとこ

ろ、「はい」が 10  人（15 ％）、「いいえ」が ５8 人（85％）という結果でした（図

23）。図 23 で「はい」と回答した人なかで使っている流行のポーズや表情について自由

記述で調査したところ、「口元を隠す」、「プリクラでやるようなポーズ」、「小顔ポーズ」、

「ほっぺハート」「ピース（ギャルピースを含む)）でした。誰かと一緒に写真を撮るとき

に意識していることについて調査したところ、「ポーズや表情を合わせる」が 34 人

（50％）、画角が 22 人（32％）という結果でした（図 24）。 
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図 22．他の人と一緒に写真を撮る時の 

ポーズや表情の事前相談の有無 

（N = 68） 

図 23．流行のポーズや表情の使用有無 

（N = 68） 
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図 24．誰かと一緒に写真を撮るときに意識していること（N = 68） 

 

（１１）写真に対する自己評価は高くない 

自分の写真を撮るスキルの自己評価（１：低い⇔５：高い）について  調査したところ、

「３」が 25 人と最も多く、ついで「２」が 18 人で、あまり自己評価は高くないという

結果でした（図 25）。 

 

図 25．.自分の写真を撮るスキルの自己評価（N =68） 

 

（１２）写真の加工アプリを使用する人は半数以上、加工の時間は短い 

写真加工アプリの使用有無について調査したところ、「はい」が 36 人（53％）、「いい

え」が 32 人（47％）という結果でした（図 26）。また、写真の加工に掛ける時間につい

ても調査したところ、「10 分」未満が 31 人、「10 分以上 30 分未満」が 16 人という結

果となりました（図 27）。 

 

 

図 26．写真加工アプリの使用有無 

（N = 68） 

図 27．加工に掛ける時間（N = 68） 
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 考察 

 今回の調査で、実践女子大生が写真を撮る際の行動や意識について、多くの特徴的な傾向

が明らかになりました。まず、写真を撮る頻度に関しては、週に数回撮影する人が約半数を

占めており、次いで毎日撮影する人が約 4 分の 1 という結果でした。一方で、全く写真を

撮らない人も一定数存在しました。1 回の撮影での枚数に関しては、2～3 枚程度撮影する

人が最も多く、全体の約 4 割を占める一方で、4 枚以上撮る人や撮影枚数を特に気にして

いない人も少なくありませんでした。撮影デバイスはほぼ全員がスマートフォンを使用し

ており、理由として持ち運びの手軽さや常に手元にある利便性があげられました。特に

iPhone シリーズの使用率が高いことが特徴的であるといえます。写真を撮るシーンでは、

友人と一緒にいるときが最も多く、次いで旅行やイベント、食事の場面が続きました。また、

他人から「撮ろう」と誘われて撮影する人が半数以上でしたが、自分から誘う人も一定数存

在しました。撮影する理由として、「思い出として記録しておきたい」という回答が最も多

く、写真撮影は主に記録や思い出の保存を目的としていました。 

撮影時のこだわりでは、「ぶれないようにする」、「画角」、「逆光の回避」といった技術的

なポイントに注意を払う人が多く、背景や他の人が写真に入り込まないように気を配る人

も多いことがわかりました。さらに、カメラアプリを利用する人が過半数を占め、

「BeautyPlus」や「SNOW」などのアプリが人気でした。これらのアプリを選ぶ際には、

加工やフィルター機能の充実度が重要視されていました。 

SNS への投稿頻度については、「1 か月に数回程度」が最多で、次いで「投稿しない」と

いう回答が多く、頻繁に投稿する人は少なかったです。しかし、写真撮影においてはインス

タ映えを意識する人は 7 割以上にのぼり、「綺麗な写真を撮りたい」「おしゃれな投稿をし

たい」という理由があげられました。流行のポーズや表情を取り入れる人は少なく、「ほっ

ぺハート」や「ギャルピース」などが一部で使われていました。 

これらの結果から、実践女子大生の写真撮影行動には、日常的な出来事を記録し、美的感

覚を意識する姿勢が見られる一方で、SNS への積極的な発信よりも、個人の満足感や思い

出の保存を重視する傾向があるりました。スマートフォンや加工アプリを活用しながら、身

近なシーンを記録することに価値を見出していることが考えられます。 
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 付録：調査票 
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